
平成30年度　行政評価表：市民センター

H29年度
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文化活動
の推進

市民センター
改修事業（継
続費逓次繰越
含む）

市民センターは建設から平成30年10月
には26年が経過し、経年劣化に伴い設
備の更新が必要となっており、特にふ
れあいプラザの空調については、故障
が頻繁に発生し、修繕を繰り返してい
る状況であったため、平成29・30年度
に継続事業として空調設備の改修を
行った。平成29年度事業費のうち、施
工監理業務委託料及び空調設備改修
工事の一部2,939千円を30年度に逓次
繰越した。

改修工事件
数

件 1 1 100% 1 1 100%
改修工事件
数

件 1 1 100% 1 1 100% 56,225 62,103 61,754 中
空調改修により快適な
利用環境を提供できる
ようになった。

なし

空調改修にあたって
は、適正な価格で工事
ができるように設計を
行っている。

維持

平成4年に建設された
市民センターは、施設
の設備・機器等の更新
時期を既に過ぎてい
る。施設を健全に維持
運営していくためには、
優先度の高いものにつ
いて、予算を平準化し
ての改修・更新が必要
である。

ふれあいプラザ空調は完了した
が、文化ホールの空調について
は、令和元年度で分解点検整備
等を行う計画である。分解点検
整備等の結果、新たに空調機器
の改修が必要となった場合は、
令和2年度に向けて予算要求を
行うこととし、空調改修の完了後
は、舞台の吊物、音響設備、照
明設備等のうちホール運営に関
し優先度の高いものから予算要
求していくことにしている。

拡大

市民会館大ホールは閉鎖する方
向であり、市民センター文化ホー
ルは万全の状況にしておく必要
がある。よって、空調設備や照明
設備等の計画的改修を進める必
要がある。
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